YAC-1394

	[image: image1.jpg]



	火 の 鳥
昭和3年10月～昭和8年10月

       　　　　　　第1巻第1号～第7巻第9号        　　　         (207)



― 後に活躍する女性文学者の「飛躍台となった広場」 －
月刊。菊判、各巻約60頁。本紙は未亡人となった竹島きみ子が、片山広子（佐々木信綱の「心の花」の歌人）に勧められ資金を援助してもらっての創刊であった。創刊号は他に窪川いね子・五島美代子・林政江・小金井素子らが寄稿している。小説、短歌、詩、エッセイ、翻訳文学が中心で、後に芥川賞を受賞した中里恒子や直木賞を受賞した小山いと子らは、この「火の鳥」では習作のようなものを書いていた。彼女らの飛躍台となった広場が「火の鳥」だったのである。
本紙は、名作・佳作の類は乏しく、話題性には欠けたが、「薔薇はいきている」と題した「山川弥千枝遺稿集」は評判となった。
〈収録概要〉
	編　　　　　　集：
	早稲田大学図書館   編集顧問：紅野敏郎 （早稲田大学名誉教授）



	形　態・仕　様：


	ポジティヴ・マイクロフィッシュ　全57シート（1箱入）

銀塩・98モード(1枚に最大98ページまで収録)



	総   目   次：
	菊判  解題付き


	資料提供機関：
	(財)日本近代文学館、昭和女子大学図書館、個人蔵


	価　　　　　　格：
	セット 77,805円（税込）    部分購入　1シート　1,365円（税込）
★ 詳細はお問合せください ★



「火の鳥」は、マイクロフィッシュ版「精選近代文芸雑誌集」シリーズ（計138誌を収録予定）に収録
されている雑誌です。「婦人・少年」には、ほかに下記のタイトル誌を収録しています。
201:　日本少年
494シート
\674,310
202:　冒険世界
 348シート
 \475,020
203:　婦人文芸
 29シート
\39,595
204:  女の世界     173シート   \236,145

205:　ビアトリス    13シート    \17,745

206:　女性改造     87シート    \118,755

208:　婦人サロン
122シート
\166,530
209:　新女苑      330シート    \450,450


210:　婦人評論     110シート    \150,150







婦人・少年





マイクロフィッシュ版 「精選近代文芸雑誌集」 シリーズ








